
株式会社 竹中工務店
全社規模のグループウェアをz/LINUX上で稼働。

基幹系システムと高度に共存させた、将来型インフラ整備に取り組む。

IBM zSeries®

サーバー統合お客様導入事例

適用業務

全社でグループウェアを展開し、
業務の効率アップと運用コストの
削減をめざす

ソフトウェア

OS/390®、z/LINUX、desknet's、
DB2 Universal Database™

ハードウェア

IBM zSeries 800

高スケーラビリティー、アプリケーションへの柔軟な対応、
64ビット・アーキテクチャーのエンタープライズ・サーバー

IBM zSeries

次世代に継承される
豊かな社会・都市づくりに貢献。

創立100年を経て、日本を代表する総合建設
会社としてますます活躍を続ける、株式会社
竹中工務店（以下、竹中工務店と略す）。「最良
の作品を世に遺し、社会に貢献する」という経
営理念に基づき同社で設計・施工された建築
物は、住宅、オフィス・ビル、ショッピング施設から、
スポーツ/教育/交通施設など多岐にわたり、
これらの多くの「作品」は、日本国内だけでなく、
海外からも大いに注目されています。
近年、建築には、安全性、快適性、環境保全を
はじめ、さまざまな機能が求められています。
同社ではこれらの多様化、高度化する顧客ニー
ズに応えるため、先進的な技術開発に取り組む
など、次世代に継承するにふさわしい建築空間
の創造に努めています。

全社規模のグループウェア導入で
業務の効率アップを図る。

社会の要請に応えた空間づくり、環境づくりを
進める竹中工務店では、品質向上への努力を
続けることはもちろん、同社の総合力を強化する

ため、日々の業務効率の向上にも目を向けま
した。そこで、まず全社共通で利用できるグルー
プウェアを導入することにしたのです。インフォ
メーションマネジメントセンター 事務システムソ
リューション担当部長 田中 龍男氏は次のように
語っています。「まず、グループウェアを通して
全社で業務の効率化を図っていきたい、という
大きな目的がありました。また、各部門のグルー
プウェア個別導入による運用管理コスト増の
可能性を抑える必要性がありました。そこで
業務とコスト両面での効率性をアップさせる
ため、全社規模で展開できるグループウェアの
選定を始めました」
竹中工務店の新グループウェアは、約8,000人の
従業員をカバーすることになるため、大規模構
成が可能なこと、インフラが安定性のあること、
そしてWeb対応であることが条件となりました。
同時に、同社では、将来の情報システムの方
向性を見据え、Linux上で稼働するアプリケー
ションを探していたため、Linux対応も条件に
加えられたといいます。「オープン・ソースである
Linuxは、もし障害が発生してもその原因がつき
とめやすい」（インフォメーションマネジメントセン
ター主任インフラ運用担当高橋均氏）「IBMが
サポートすることも、OSをLinuxとする大きな
決め手となりました」（田中氏）

竹中工務店 大阪本店
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基幹系システムとz/LINUXをzSeries1台に統合し、運用管理コストを削減

OS/390の経験や資産を活用して
z/LINUX上でdesknet'sを安定運用。

竹中工務店では、約30年前よりIBMメインフレー
ムを利用し、同社の基幹系システムを稼働させて
きました。IBMメインフレームの信頼性に対する
評価は高く、そのアーキテクチャーを継承し、
さらにLinuxが並行稼働するzSeriesが、同社
の情報システム・インフラの中核として今後も期
待されているといえます。
結果、同社の新しいグループウェアには、実際の
稼働検証を経て、ネオジャパン社のdesknet'sが
採用されました。大規模なグループウェアの展開
ながら、z/LINUX上で稼働させることにより、
サーバーが複数に分散せずに1台に集約できた
こと、また、データ管理、バックアップ管理、障害
管理などがOS/390の基幹系の運用手順で行
えるので従来の経験やスキルを活かせること、
さらに、zSeriesのハードウェア資産を共有でき
るため、テープ/ディスク装置を新たに追加する
必要がなかったことなど、多くのメリットがもたら
されています。

IBMのサポートを得ながら
短期間で稼働開始へ。

今回の竹中工務店の全社グループウェア導入
プロジェクトは、同時にインフラをS/390® G5サー
バーから zSeries 800へ移行していますが、

2002年6月に計画がスタートし、10月より導入作
業を始め、12月に基幹系システムの切り替え、
2003年2月に全社グループウェア稼働開始に
至っています。「ほぼスケジュール通りです。今回
はz/LINUX上でdesknet'sを動かす、データ
ベースをDB2®にする、といった当社で初めての
試みがありましたが、IBMの的確なサポートで
チューニングや問題解決がスムーズにいきま
した」（田中氏）

安定性とパフォーマンスを評価。
バッチ処理のスピードが向上。

同社の新グループウェアは、パフォーマンスも問
題なく、順調に稼働しています。また、MIPS値と
しては従来と同等ですが、基幹系システムの
夜間バッチ処理の速度が向上しているといい
ます。これは、zSeries 800では、CPの能力を
最大限活かす機構になっているため、動的に
バッチ処理にCP能力が集中化するためです。
zSeriesの持つ先進機能が、安定運用に貢献
しているといえます。

今後もzSeriesを中核に、
付加価値の高いシステムをめざす。

インフォメーションマネジメントセンター インフラ
運用担当課長 野田 新一氏は次のように語り
ます。「全社でグループウェアを展開したこと、
それをLinux上に構築したこと、そしていわ
ゆるメインフレームの中でオープン系を動かし
たこと、いずれも当社では画期的なことですが、
めざしたい方向がそこに凝縮されていると思い
ます」同社では今後、Linuxで稼働するアプリ
ケーションはz/LINUX上に集約すると同時に、
基幹系システムのWeb連携もz/LINUXを活
用して進めていく方針です。OS/390による基
幹系システムとz/LINUXによるWebアプリケー
ションを共存させた、高付加価値システムが
今後もzSeriesを中心に展開されていきます。
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お問い合わせは、IBMビジネス・パートナー、製品販売店、弊社営業担当員、
または、ダイヤルIBM（ 0120-04-1992）へ。

受付時間：月～金 9:00～18:00（祝日、12/30～1/3を除く）
携帯電話等でおかけのお客様は下記の電話番号をご利用ください。

ダイヤルIBM 044-221-1522（この場合、通話料金はお客様のご負担となります。）

システム構成図


